



























































1 調査の対象 ~の選定は四分偏差 (Ql Q3)による。
(1)調査対象の生徒同すべて当校の生徒である。 (2)心情質ftI標問診t主査
(2)図研式道徳性検査は. 1学年17 7 i弘 2学年19 6名に tl査問題1~問のうち，偏締(ぎ)徴療と異状徴怨のいずれかに，
実施する. 2個以上チエ γクのあるものを心情質不良l!fといそうでないもの
13)心情質徴標問診検査と行勤評定十九 l学年17 7名に実施 を心情質良好鮮とする。
する。 (3)行動評価


























































































































































ぬ xJ=8. 4， df=l，O(く0.0 1で有意差が認められた. いものが71. 5傍あるととがわかった.したがって， Key.ーと道徳









x2 =8. 4， df=l，:::吐く0.0 1となり有意差が認められた。ζ






























しめていた。統制力の不正常r.r.でl九道徳牲の高いものが 28. 6%. 
道徳性の低いものが71. 4%しめていた。したがって，道徳性と自
己統制力の悶には関連がみられたtJ;， ).'2 検定では X~ = 2.6， 
df=I，0.2>"，>0.1となり，有志差は認められなかった。
以上のことをまとめると次のようになる。
Key-(マイナス)が正常であれ偽造徳性が高くなり，
Keyー (マイナス)が正常でなければ;道徳性が低くなる。
P反応と道徳性の聞には閃述がない。
F. L.評定値が正常であれば，道徳性が高〈なり.F.L. 
評定債が正常でなけれはii'i徳性が低〈なる。().'2ー 検定結
果1"-.有意差がない)
自己統制力が正常であれば，道徳性は高くなり，自己統制力
/J;正常でなけれは道徳性は低くなる。(X2ー 検定結果民
有意差がない)
3頃と 4lJiについては.tlめ予想したような結果をしめさなかっ
た1;" 今後の追跡調査でさらに明らかにしたいと思う。しかL， 自
己の衝効的な要求を統制L， 上りよい生き方ぞ考え，実践へ向って
自主均な立場を保つととのできる力一自己統制力を高める ζとI:t，
道徳教育の上からみて重要なととであろう。
むすび
道徳佐治:発達する条件に民自己自身にかかわりあう個体的条件
と，自己が属している漂境的条件の2蔚があると考えられているが，
本研究でぬ個体的条件としての心情質と自己統制力的道徳的判
断とどのように関連するかをみてきた。中学生の道徳佐山他律道
徳から自律道徳へ向かう過渡期である/Ji， との時期には道徳的判断
が大きな支えとなることはすでにのべたとおりである。したがって，
との時期に道徳的判断を伸長させるためにはさらに心情質と自己
統制力を育成していかなければならないζとになろう。しかμ 本
研究の結果だけから結論を出すζとは早計であろうい今後の研究
結果をまたなければならない。
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